
　みなさんも各学校・園で、ＰＴＡ主催の懇談会等が開催さ
れる時には、ぜひご参加いただき、語り合いの良さを実感し
てみてください。貴重な情報が得られるだけでなく、気軽に
悩みを相談できる「つながり」も生まれるでしょう。
　なお、「ＰＴＡ子育て学習講習会」で使用している家庭教

育学習資料（幼稚園用、小学校用、中
学校用）は、子育ての参考にもしてい
ただけますので、ぜひご覧ください。
　「におねっと」からダウンロードでき
ます。

　核家族化や地域の人間関係の希薄化などにより、身近な人から子育
てを学ぶ機会が減少し、「しつけや子育てに自信がもてない」「子ども
との接し方が分からない」などといった声が聞かれます。
　このようなことから、県教育委員会では「語り合いを通した親育ち」
の活動を推進するため、今年度も5月から6月にかけて、県内5会場において「ＰＴＡ子育
て学習講習会」を開催し、語り合い活動の進行の手法などについて学んでいただきました。

●「子育てについて、自分が日頃から気にしたり、悩んだり、迷ったりしていることを、
皆さんも同じように感じられているのだと分かって肩の荷が軽くなった。」

●「子育て経験の豊かな方々の話を聞けてすごく参考になった。これから子どもが難しい
年齢になっていくので、今日聞いた話を思い出して子どもに接していきたい。」　等

　幼児期は、運動機能が急速に発達し、いろいろなことをやってみようとする
活動意欲が高まる時期です。幼児が、様々な活動に取り組むことは、しなやか
な心と体の発達を促し、チャレンジする気持ちをもつことにつながります。

学校教育課　☎077-528-4576問合せ先

学校支援課　☎077-528-4643問合せ先

スポーツ健康課　☎077-528-4613問合せ先学校教育課　☎077-528-4578問合せ先

生涯学習課　☎077-528-4654問合せ先

家庭と共に育む「学力向上」
主体的な学びを育むには、『学校での学びを家庭で認めましょう』

家庭では、暗唱したがんばりを
認めてあげてください。
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❶ 子どもと向き合って話をすると、認められていると感じます。
❷ 子どもはがんばりをほめてもらえば、やる気が出ます。
❸ そのことで、自主的に、もっと覚えようとする学習意欲につながります。

右の子が暗唱を発表しています

　小学校の国語では、短歌や俳句などの古典について、情景
を思い浮かべたり、リズムを感じ取りながら音読や暗唱をした
りしています。そうすることで、伝統的な言語文化に親しむ態
度を育てます。

　学校では、詩や古文の暗唱を行って、伝統的な美しい
日本語に触れ親しむような学習をしています。

春はあけぼの
ようよう・・・

❶まぁ、よく覚
えられたね～
すごいね。

❷何度もがんば
って練習したん
だね。

楽しみながら、動きの
レパートリーを増やす
こと（多様化）
動きの質を高めること

（洗練化）が大切なんだ！！

❷おじいちゃん
にも聞かせてあ
げたら喜ぶよ～

げんきな湖っ子スポーツ広場
小学校低中学年の体つくり運動

夢中になって運動することを楽しみながら
「もっとやってみたい」と思えるように
友だちのよい動きを見つけよう！

この時期の子どもたちは、様々な動きを
身につけることが大切です！

「○○してから△△する」
「□□しながら☆☆する」を
キーワードに動きを組み合わそう！

体の
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湖国の家庭教育を応援します！
～人と人とのつながりが家庭教育を支えます～

自主性の芽生えを育みましょう

「親同士の語り合い活動」
の一場面

幼児期は、「生きる力」の基礎となる根っこを育てる重要な時期です。

お子さんが
できたことを笑顔で一緒に
喜んでいますか？

起きる時刻・寝る時刻を
決めて守っていますか？

元気に遊ぶためには
正しい生活リズムを

やったらできた！
を大切に

　園では、幼児が、集団生活の中で、周りの友達や先生から認め
られ、自信をもって行動できる体験を大事にしています。
　「あしたも続きしような！」町づくり遊びの場面から（５歳児）
　Ａ　児：「道をつなげたいんやけど、どうしたらいい。」
　Ｂ　児：「もちあいっこして、つなげようか。」
　Ａ　児：「先生、見て見て。道がつながったよ！」
　保育者：笑顔で「すごい！すごい！どこまで続くのかな。」豊郷町立豊郷幼稚園の取組より

　文字を書かせること、文字を読ませることばかり
に、大人の神経がいっていないでしょうか。「読めれ
ば内容を理解するもの」「書けば文字を覚えるもの」
と思っていませんか。子どもは「読みなさい」と言わ
れると「文字」だけを読み、「書きなさい」と言われ
ると「文字を形」として一画一画書きます。でも、内
容や文字を覚えることにはつながっていません。「単
なる作業」をしているだけです。
　大事なことは、子どもたちに「読んでみたい」「書
いてみたい」という気持ちをひき起こすことだと思い
ます。「読み聞かせ」をしてあげると、お話が面白く
て、「自分で読んでみたい」と思うはずです。大人が
筆で書いていたり、手紙を書いていたりすると「書い
てみたい」と思うはずです。子どもには「書きなさ
い」と言いながら、その隣で、前に使ったことばの中
から選んでメールを送信している、ということはあり
ませんか。

　夏休みは、じっくりとお子さんと向き合え
るよい機会です。宿題を一緒にやりながら、
少しこんなことにも気をとめていただけると、
子どもたちもうれしいのではないでしょうか。

　各小学校では、学習面、特に文字習得につまずきがみら
れたり、苦手にしていたりする子どもたちを、早い段階で
把握してその改善のための支援に努めています。例えば、
「ワ」と読むのに「は」と「わ」のように２つの書き方が
あるものや、「行った」のようにつまる音は小さな「っ」
で書くことなどは、特別な書き表し方をすることで、むず
かしいと感じる子どもがいます。「ブドー」とのばして読
むのに「ぶどう」と書き表すことも同様です。
　多くの子どもたちは、高学年になるにしたがって、こう
した特別な書き表し方ができるようになっていきます。し
かし、習得に時間がかかり、中にはあきらめてしまう子ど
もたちもいます。もちろん各学校では、努力しても身につ
きにくい子どもに対しても、その原因を明らかにしなが
ら、その子に合った指導をしていきたいと考えています。
　ある学校では、こうした読み書きが苦手な子を見つける
ために、「ひらがなチェック」表をつかっています。子ど
もたちは、先生が読み上げる単語を聴きながら書いていき
ますが、このときの誤った箇所をみると、どこでつまずい
ているのかが分かるものです。

相談員から一言読み書きの困難さを早期に改善！
滋賀県総合教育センター
特別支援教育相談員　久郷　悟

シリーズ 特別支援教育

シリーズ 学力向上

シリーズ 幼児教育 シリーズ 家庭・地域の教育力向上

シリーズ 体力向上

誰かに悩みを聞いてもらえる
だけで、ほっとしますね！

「ひらがなチェック」表

中学年
　低学年に比べて自分の動きを意識したり、理
解したりできるようになってくるので、スムー
ズな動きや複雑な動きと組み合わせて、運動の
基礎となる感覚や基本的な動きを身に付けるこ
とが大切です。

低学年
　「動くこと」と「考えること」を同
時にする時期なので、やさしい運動遊
びを楽しく行いながら、体の基本的な
動きや各種の運動の基礎となる動きを
身に付けることが大切です。

園では

家庭では

第39回全国高等学校総合文化祭「2015滋賀　びわこ総文」

高校生最大の文化の祭典まで、あと１年

大会の4つの柱を元に、本大会に向けて活動中！大会の4つの柱を元に、本大会に向けて活動中！
「豊かな湖　琵琶湖」のもと、次世代を担う

高校生が集い芸術文化の交流をします。

カウントダウンイベント開催！カウントダウンイベント開催！

「夏の思い出　～ホタルとおばあちゃん～」「夏の思い出　～ホタルとおばあちゃん～」「夏の思い出　～ホタルとおばあちゃん～」

　最近、子どもが小学３年生だった頃に書いた文集を見つけ
ました。

　きのうの夜、テレビを見ていたら、
「まさしー、ホタルやでー。はよおいでー。」
とおばあちゃんの声が聞こえたので、いそいでうら口に
行ったら、
「アカン、アカン、にげてしまう。」
とおばあちゃんが言ったので、そっとあみをもって、光
によせると、８㎜ぐらいのホタルが、あみについていま
した。すごくきれいに光っていてうれしくなりました。
「きっと、ここらへんに、きれいな水があるんやな～。」
とぼくが言うと、おばあちゃんが、
「まさしは、物知りやな～。」
と言って、ペットボトルとみかんのネットと、サビサビ
のカッターナイフで虫かごを作ってくれました。中に地

下水を入れて、葉っぱにホタルをのせて、みかんのネッ
トをわゴムでとめて、金魚の池の前におきました。そし
て、
「きれいやな～。ふしぎやな～。」と言いながら二人で
じっと見ていました。
　ねる前にもう一度、ホタルを見たら元気に光っていま
した。
　次の日、ホタルを見たら、いませんでした。あわてて
さがしたら、葉っぱの横の方で、動かなくなっていまし
た。かなしかったです。その事をおばあちゃんに言った
ら、ぼくの顔をじっと見て、ぼくの頭を何度も何度もな
でてくれました。おばあちゃんもだまってかなしい顔を
していました。にがしてあげればよかったです。
　でも、本物のホタルを見られて、うれしかったです。

　正志は、何でも知りたい、やってみたいという子どもでし
た。調子に乗りすぎて、よく失敗もしていました。友だちと
けんかをして泣きながら帰ってきたこともありましたが、次

の日にはケロッとして学校に行きました。中学生のころには
反抗期があり、心配した時期もありました。
　そんな正志の作文を読み返して、今さらながら気づいたこ
とがありました。それは、いつも正志の近くにおばあちゃん
がいてくれたということです。きれいに光るホタルを見つけ
て、教えてくれたおばあちゃん。虫かごを作り、一緒にホタ
ルを眺めてくれたおばあちゃん。ホタルの死を一緒に悲しん
でくれたおばあちゃん……。
　そう言えば私に対しても母は、同じだったような気がしま
す。子どもの頃、朝は、どんなに忙しくても決まって「いっ
てらっしゃい。」と元気に送り出してくれました。また、夜
には、私をどんなにきつく叱った後でも、寝る前には「おや
すみ」とやさしく声をかけてくれました。あまり口数の多い
人ではありませんでしたが、何とも言えないやわらかい空気
に包まれていたような気が、今でもしています。
　正志の作文を読みながら、日常生活でのちょっとした会話
や、思いを分かち合うことの積み重ねが、子どもの安定につ
ながり、成長につながっていくということを、改めて教えて
もらいました。
　もうすぐ夏休みがやってきます。特別なことはできません
が、正志の顔をしっかり見て、正志の声をじっくり聴いて、
一緒に過ごせる時間を大切にしていきたいと思います。
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　本大会は大津市、彦根市、長浜市、近江八
幡市、草津市、守山市、栗東市、甲賀市、野
洲市、湖南市、高島市、東近江市、米原市の
13市で開催します。
　来年の本大会、今年のプレ大会とも、同じ
会場です。

生涯学習課　☎077-528-4654問合せ先

「教育の力」発信事業 湖国の親子へ贈る言葉

　日
々
子
ど
も
と
向
き
合
い
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
に
心
の
支
え
と
な

る
こ
と
ば
を
届
け
、
保
護
者
を
応
援
し
、
誰
も
が
自
信
を
持
っ
て
家
庭
教
育
に
取

り
組
め
る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
子
育
て
に
関
す
る
思
い
や
願
い
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
幅
広
い
年
代
の
皆
様
か
ら
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
中
か
ら
、
今
、
子
育
て
を
し
て
い
る
方
々
に
ぜ
ひ
お
伝
え
し
た
い
作
品
と

し
て
「
湖
国
の
親
子
へ
贈
る
言
葉
」
を
紹
介
し
ま
す
。

県教育委員会学校教育課
全国高等学校総合文化祭推進室
☎077-528-4601　Ｖ077-528-4958

問合せ先

詳しくは、下記ホームページを
ご覧ください。
ホームページURL
http:/www.biwako-soubun.jp/

湖楠（うみな）とともに

総文祭に向けて、頑張るぞ
　全国高等学校総合文化祭は、演劇や合唱、
書道など、22部門の文化活動の全国大会です。
全国から集まった２万人の高校生が平成27年
７月28日（火）～８月１日（土）の５日間に渡っ

て、日頃の成果を披露し、技を競い、また交流を深めます。
　ホストになる県の高校生が、大会運営を担当します。出場者
に楽しんでもらえるようなイベントも行っています。今、県内
のさまざまな高校から総勢73人が生徒実行委員として集まり、
準備を進めています。委員は、６つの業務別委員会のいずれか
に所属し、今年の11月を中心に開催される、プレ大会と呼ば
れるリハーサル大会に向け頑張っています。
　「滋賀らしさ」を出した大会にしたいです。

生徒実行委員会委員長
山下 知紘さん

「つなげる」
文化の交流を通して、
友情の絆をつなげる

「きわめる」
伝統文化を土台に質の
高い表現を追究する

「ひろめる」
滋賀大会の成果を
全国、世界に広める

　甲賀市あいこうか市民ホールで行われる国
際交流コンサートには、水口高等学校吹奏楽
部・郷土芸能部、水口東高等学校合唱部、水
口東・守山・河瀬高等学校の３校合同による
吟詠剣詩舞が参加します。生徒実行委員の取

り組みもあります。

　「びわこ総文」の始まりとなるこの大きなイ
ベントには、韓国より大眞（デジン）女子高等学
校を招き、韓国伝統太鼓舞踊が行われます。

　「お弁当プロジェクト」
「おもてなしキーワード」、
大会出場者が発表に集
中できるよう、また、大会を楽しめるよ
うに「記憶に残るおもてなし」を合言葉
に、アイデアを練っています。

　今年の11月に開催するプレ大会、そして
来年夏の本大会へとつながる、第２部交流ス
テージの原案がほぼできあがりました。
　パレードは、びわこホール周辺道路で行い
ます。プレ大会では、約500人、本大会で
は約2500人がパレードを行います。

　７月の国際交流コンサート、９月20日
（土）に守山市民ホールで開催される「じんけ
んフェスタしが2014」、ビバシティ彦根で
開催予定の「大会300日前イベント」と、
県内各地でカウントダウンイベントで盛り上
げていきます。

　「湖楠ぬいぐるみ」、「うちわ」などの広報
グッズ、茨城大会参加者が着用するＰＲ用Ｔ
シャツ、プレ大会等のち
らし、プログラム表紙の
デザインなど、「湖楠」
とともに、各地のイベン
トでも広報活動をしてい
ます。

おもてなしを
合言葉に
おもてなしを
合言葉に

「翔びたとう　創造の翼で　きらめく　湖から」「翔びたとう　創造の翼で　きらめく　湖から」
うみうみ

●全国高等学校総合文化祭は、全国から約2万人の高校生が集う大会です。
●「2015滋賀　びわこ総文」の開催部門は22部門です。
　演劇、合唱、吹奏楽、器楽・管弦楽、日本音楽、吟詠剣詩舞、郷土芸能、マーチングバンド・バトントワリング、美術・工芸、書道、写真、放送、
囲碁、将棋、弁論、小倉百人一首かるた、新聞、文芸、自然科学、特別支援学校、産業、茶道

大会１年前（今月７月23日（水）開催）
イベントでは

大会１年前（今月７月23日（水）開催）
イベントでは

国際交流コンサート国際交流コンサート プレ大会から本大会へプレ大会から本大会へ

企画・ＰＲ進行中企画・ＰＲ進行中

平成27年7月28日火～8月1日土平成27年7月28日火～8月1日土

「つくる」
若さと感性あふれる
芸術文化を創る


